
裁判官会議（第32回）議事録

平成26年12月3日 （水曜日）

裁判官会議室において，午前10時30分開議

出席者寺田長官，櫻井，金築，千葉， 白木，岡部，大谷，大橋，山浦，小貫，

鬼丸，木内，山本， 山崎，池上各裁判官

寺田長官議長席に着く。

議事

常置委員について

氏本秘書課長から，別紙第1に基づき，常置委員の任期等について，別紙第2に

基づき，平成27年1月1日から同年5月31日までの常置委員について，それぞ

出席者寺田長官，櫻井，金築，千葉， 白木，

鬼丸，木内，山本， 山崎，池上各裁判官

寺田長官議長席に着く。

議事

常置委員について

氏本秘書課長から，別紙第1に基づき，常置

基づき，平成27年1月1日から同年5月31

れ説明があり，いずれも原案どおり決定した。
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裁判官会議（第33回）議事録

平成26年12月10日 （水曜日）

裁判官会議室において，午前10時30分開議

識席者寺田長官，櫻井，金築，千葉， 白木，岡部，大谷，大穂，山浦，小貫，

鬼丸，木内，山本， 山崎，池上各裁判官

寺田長官議長席に着く。

議事

1 下級裁判所裁判官指名認間委員会の答申について

中村総務局長から，別紙第’に基づき，標記の答申について報告があった。

2人事について

(1) 堀田人事局長から,別紙第2に基づき，人事関係事項について説明があり，

’の裁判官の退官については，報告がされ， 2の裁判官の転補等については，

原案どおり決定し， 3の裁判官の採否については』大塚博喜を採用することに

Ｉ

「 一言 圏内定し， 別紙第3に記載の褒由で不採用とする星と

を決定した。

(2)壗田人事局長から，別紙第4に基づき！新潟家庭裁判所長の補職等について

説明があり，吹のとおり決定した。

新潟家庭裁判所長橘本昌純の依願免本官に伴い，仙台高等裁判所判事佐藤陽

一を新潟家庭裁判所長に楠する。

午前11時10分終了
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． （別祇第2）
裁判官会議資料

' ( i2月(O日開催）

裁判官会議付議人事関係事項（平成26.12. 10提出）

1 裁判官の退官について

定年退官（平27． 1． 1） 名古屋簡裁判事

山内正美

小田原簡裁判事

姉川博之

定年退官（平27. 1.13)

2裁判官の転補等について

静岡地家沼津支判事（支部長） ・沼

淳簡裁判事（司掌者）

（

さいたま地家判事（部総括） ・さい

たま簡裁判事

窪木 稔(36）

東京地判事（部総括）

高野輝久(37）

横浜地判事・横浜簡裁判事

沖中康人(44）

名古屋地判事（所長） ・名古屋簡裁

判事（司掌者）

加藤幸雄(29）

釧路地家判事（部総括） ・釧路簡裁

判事

中川正隆(51）

大阪地判事・大阪簡裁判事

三輪篤志(52）

神奈川簡裁判事

伊藤正二

取手簡裁判事

石川信之

さいたま地家判事（部総括）

たま簡裁判事

東京地判事・東京簡裁判事

・さい

名古屋地判事（所長）

（

最高裁秘書謀参事官（東京地判事・

東京簡裁判事）

釧路地家判事（部総括） ・釧路簡裁

判喜

小田原簡裁判事

神奈川簡裁判事



取手簡裁判事 東京簡裁判事

五十嵐 弘

名古屋簡裁判事（司掌者） 一宮簡裁判事

片山俊雄

裁判官の採否について3

r-

声
上



裁判官会議（第34回）議事録

平成26年12月17日 （水曜日）

裁判官会議室において，午前10時30分開議

出席者寺田長官，櫻井，金築，千葉， 白木，岡部，大谷，大橋， 山浦，小貫，

鬼丸，木内，山本， 山崎，池上各裁判官

寺田長官議長席に着く。

議事

1 平成27年度における最高裁判所各小法廷の裁判官の配置，代理順序及び裁判

事務の分配等について

中村総務局長から，別紙第1に基づき，標記の裁判官の配置，代理順序及び裁

判事務の分配等について説明があり，原案どおり決定した。

2平成27年度における司法行政事務に関する最高裁判所長官の代理順序につい

て

氏本秘書課長から，別紙第2に基づき，標記の代理順序について説明があり，

原案どおり決定した。

3 夏期の休廷期間における司法行政事務の取扱いについて

氏本秘書課長から，別紙第3に基づき，標記の取扱いについて，別紙第4に基

づき，平成27年度における夏期の休廷期間における司法行政事務の取扱いにつ

いて，それぞれ説明があり，いずれも原案どおり決定した。

4 平成27年度における最高裁判所判事の出張計画について

氏本秘書課長から，別紙第5に基づき，標記の出張計画について説明があり，

原案どおり決定した。

5 人事について

(1) 堀田人事局長から，別紙第6に基づき，人事関係事項について説明があり，

1の裁判官の退官， 2の裁判官の転補等， 3の裁判官の兼官， 4の部の事務総

括者の指名， 5の判事補の職権の特例指名及び6の裁判官の昇給については，

いずれも原案どおり決定し， 7の平成25年度（第67期）司法修習生考試の

結果については，報告がされ， 8の平成25年度（第67期）司法修習生の修

習終了については，原案どおり決定した。

（2） 堀田人事局長から，別紙第7に基づき，金沢家庭裁判所長の補職等について

説明があり，次のとおり決定した。

ア金沢家庭裁判所長徳永幸藏の依願免本官に伴い， さいたま地方，家庭裁判

所判事原啓一郎を金沢家庭裁判所長に補する。

イ東京高等裁判所判事井上繁規の定年退官に伴い，東京地方，家庭裁判所立

川支部長浜秀樹を東京高等裁判所判事（部の事務総括者）に補し，その後任

者を徳島地方，家庭裁判所長深見敏正とし，その後任者を横浜地方裁判所判

銅
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事田村眞とする。

ウ名古屋高等裁判所判事林道春の定年退官に伴い，札幌家庭裁判所長孝橋宏

を名古屋高等裁判所判事（部の事務総括者）に補し，その後任者を函館地方，
家庭裁判所長甲斐哲彦とし，その後任者を大阪地方裁判所判事山田陽三とす

る。

午前11時18分終了
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(別紙第6 》
裁判官会議資料
（ (ユ月（7日開催）

裁判官会議付議人事関係事項（平成26.12.17提出）

1裁判官の退官について

依願免本官（平27． 1． 6） 高松高判事（部総括）

三木勇次(30)

2裁判官の転補等について

仙台高判事（部総括） 東京地判事（部総括）

古久保正人(35）

東京高判事

小ノ' 1 秀樹(37）

横浜地家相模原支判事（支部長）

相模原簡裁判事（司掌者）

生島弘康(33）

東京高判事・東京簡裁判事

齊木教朗(37）

ｉ
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東京地判事（部総括）

高松高判事（部総括）

横浜地家相模原支判事（支部長） ・

相模原簡裁判事（司掌者）

3裁判官の兼官について

（
別添「兼簡易裁判所判事任命垢簿（新6.4期) jのとおり

4部の事務総括者の指名について

別添「平成27年度部の事務を総括する裁判官名簿」のとおり

5判事補の職権の特例指名について

別添「5年判事補の職権特例指名名簿（新62期） 」のとおり

6裁判官の昇給について

別添『平成27年1月1日付け裁判官昇給候補者名簿』のとおり



‐

7 平成25年度（第67期）司法修習生考試の結果について（報告）

合格（別添「平成25年度（第67期）司法修習生考試合格者名簿」のとお

り）

不合格（別添「平成25年度（第67期）司法修習生考試不合格者名簿」の

とおり）

8平成25年度（第67期）司法修習生の修習終了について

修習終了（別添「平成25年度（第67期）司法修習生考試合格者名簿」登

載の者）
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裁判官会議（第35回）議事録

平成26年12月24日 （水曜日）

裁判官会議室において，午前10時30分開議

出席者寺田長官，櫻井，金築，千葉， 白木，岡部，大谷，大橋， 山浦，小貫，

鬼丸，木内， 山本， 山崎，池上各裁判官

寺田長官議長席に着く。

議事

1 第23回最高裁判所裁判官国民審査の結果について

氏本広報課長から，別紙第1に基づき，平成26年12月14日に行われた標

記の国民審査の結果について報告があった。

2 小笠原村における司法アクセスの改善について

中村総務局長から，別紙第2に基づき，標記の改善の方策について報告があっ

た。

3 平成26年度裁判所所管補正予算（第1号）及び平成27年度裁判所所管予算

について

(1)垣内経理局長から，別紙第3に基づき，標記の平成26年度裁判所所管補正

予算について説明があり，原案どおり予算を要求することを決定し，今後の同

補正予算の折衝を最高裁判所長官に一任することについて諮り， これを了承し

た。

（2） 垣内経理局長から，標記の平成27年度裁判所所管予算の折衝状況について

報告があり， この予算に関する今後の対応を最高裁判所長官に一任することに

ついて諮り， これを了承した。

4 下級裁判所裁判官指名諮問委員会の答申について

中村総務局長から，別紙第4に基づき，標記の答申について報告があった。

5 人事について

堀田人事局長から，別紙第5に基づき，人事関係事項について説明があり， 1

の裁判官の退官については，報告がされ， 2の新任判事補の採否及び3の裁判官

の転補等については，いずれも原案どおり決定した。

午前11時10分終了
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(別紙第5 ）

‘裁判官会議資料
（ ／ユ月平日開催）

裁判官会議付議人事関係事項（平成26. 12.24提出）

l 裁判官の退官について

定年退官（平27. 1.21） 前橋地家太田支判事（支部長） ・太

田簡裁判事（司掌者）

熊谷光喜(28）

2新任判事椿の採否について

採用 別添「判事補任命名簿jのとおり
（

3裁判官の転補等について

横浜地判事（部総括） ・横浜簡裁判

事

さいたま地家判事（部総括） ・さい

たま簡裁判事

東京地判事（部総括） ・東京簡裁判

東京高判事・東京簡裁判事

根本 渉(34）

東京地判事（部総括） 、

小林久起(36）

司研教官（東京地判事・東京簡裁判

事）

原 克也(43）

前橋家地太田支判事・太田簡裁判事

梶 智紀(42）

大阪高判事

高松宏之(44）
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前橋地家太田支判事（支部長） ・太

田簡裁判事（司掌者）

大阪地判事


